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３） 細井 (2016)や藤村 (2017)は「ソーシャル・ペダゴジー」と言う言葉を使っている。
４） ソーシャルペダゴジーの担い手はソーシャルペダゴーグと呼ばれ、大学レベルで養成される専門職である（細井：
2016）。
５） 佐藤 (2014)によれば、最初に子どもが措置された家庭外ケアの場の割合は、2011 年で里親家庭全体が 36%、児童
養護施設が 28%である。
６） 1992 年以降、幼児教育でのペダゴー（主に幼児教育のサービスにおいて）・余暇活動のペダゴー（主に学童期の子
どもの学外のサービスにおいて）・ソーシャルペダゴー（主に幅広い社会福祉サービスを受けている子ども・若者・
大人に対して）の 3つの分野の専門職が統合され、ペダゴーが包括的な専門職となった（本書：141）。
７） Social pedagogueと書かれているが、デンマークにおけるペダゴジーの担い手である専門職を「ペダゴー」（佐藤
2014：64）と日本語訳されることが多いことからここでも「ペダゴー」を用いる。
